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要旨 

 本稿は、協同的な学習や学習者が自律的に学ぶことにより、自ら考え行動する「考動力」

を育むための学習環境“コラボレーションコモンズ”をいかにデザインしたのかについて

論じている。具体的には、学習環境を構築する際に検討すべき Scott（2012）の提示する 6

つの質問に答えていくことで、コモンズで生成することが望ましい学びや育成したい学生

像を検討し、コモンズの運用や学習支援の在り方について述べている。 
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１．コモンズ開設の背景 

ラーニング・コモンズ、ステューデント・

コモンズ等、コモンズと称する施設が大学

生の学びを支える学習環境として開設され

ている。その背景には、PISA 型能力

（OECD2001）に代表される新しい能力を

育成したり、学力格差を縮めるために学習

者を授業外に支援したりするための学習環

境を整備しようという大学側の意図がある。

新しい能力は、高等教育分野では学士力（中

央教育審議会 2008）、社会人基礎力（経済

産業省2006）、就職基礎力（厚生労働省2004）

が挙げられる（松下 2010）。これらの新し

い能力には、3 つの力を育成することの必

要性が共通して述べられている。それは、

自律的に学ぶこと、他者と協同して学ぶこ

と、道具を相互作用的に活用して学ぶこと

である。 

このような力を育成するために、大学は

何を提供すればよいのか。そのためにはい

くつかの方法が考えられるが、そのひとつ

がアクティブ・ラーニングである。アクテ

ィブ・ラーニングは、協同的な学習や学生

自らの思考を促す能動的な学習を行い、学

習者が自律的に学ぶことを重視している。

自律的な学習は授業内にとどまらず、授業

外においても学習者が継続して学習するこ

とを重視している。このような学習を可能

にするうえで鍵となるのが、ラーニングコ

モンズのような学習を促す環境の構築であ

る。ラーニング・コモンズは、主に図書館

において学習者同士による協同的な学習、

自律的な学習を支援する学習施設である。 

ラーニング・コモンズでは、ライティン

グの指導等をする学習者支援の機能を備え、

学力に課題を抱える学生が授業外に自分で

学ぶことを支援している。文部科学省も

2012 年 8 月 28 日の答申「新たな未来を築

くための大学教育の質的転換に向けて～生

涯学び続け、主体的に考える力を育成する

大学へ～」において、学修時間を増加させ

るために、授業外学習を促進するための学

習環境を整備することの重要性を指摘して

いる。以上のような背景から、関西大学は



コモンズを整備することになった 1。 

 

1.1 さまざまな特色を持つコモンズ 

ラーニング・コモンズの特徴として、河

西（2010）は図書館メディアを活用した自

律的な学習支援、協同的な学習の支援、ラ

イティング等のアカデミックスキルの支援

を提示している。従来の図書館では、館内

静粛が当たり前で、学習者は沈黙を保ち、

個別に学習を進めるスタイルが主流である。

一方、ラーニング・コモンズでは、学習者

が図書館機能を活用して対話をしながら、

協同的に学ぶことを促進しようとしている。

静粛を保つ機能と対話を通じて協同を促す

機能、この 2 つの機能を備えた図書館が現

在大学で相次いで設置されている。たとえ

ば、国立大学では、筑波大学、名古屋大学、

金沢大学、大阪大学、私立大学では東京女

子大学、立命館大学等があげられる（山内

2011）。 

コモンズは、図書館に設置するラーニン

グ・コモンズに限られるわけではない。大

阪大学は図書館のラーニング・コモンズに

加えて、全学共通科目を学ぶ学舎にステュ

ーデント・コモンズを設置している。ステ

ューデント・コモンズは、大学の教育目標

である「教養」「デザイン力」「国際力」を

総合的に追求する学習活動を展開するため

の共有空間（コモンズ）（大阪大学 2012）

であり、カフェがあるラウンジスペースや

全壁面がホワイトボードになった協同学習

スペースがある。このように、コモンズに

は、学生同士のコミュニティを支える場と

しての機能に加え、学習の目的や学生生活

の特色に応じた施設があり、その特色に応

じてラーニング・コモンズ、ステューデン

ト・コモンズといった名称がつけられてい

る。 

 

1.2 コモンズを構築する際に問うべきこ

と 

コモンズを構築する際、大学は何から検

討すればよいのか。従来のやり方は、施設

の運用やサービスをどう展開するべきなの

かを検討することから始まっていると

Scott（2012）は批判している。まず考える

べきことは、その施設でどんな力を培った

学生を育成したいのかという学びの特性を

検討する必要があると主張している。授業

設計においても到達目標を考えた上で、そ

れを達成するための教育方法を選んでいく

が、コモンズの検討においても同様のこと

が言える。そのために、繰り返し検討する

べき事柄として以下の 6 つの質問を掲げて

いる。 

「質問 1：私たちがすすんで仮想学習スペ

ースよりも、従来型の学習スペースを建築

したいと思わせる、このスペースで起こる

であろう学習とはなにか。質問 2：学生が

勉強に使う時間を増やし、勉強の生産性の

向上を促進させるためには、このスペース

をどのようにデザインするのか。質問 3：

学習スペースの設計は単独学習から協同学

習までのどこの領域に焦点を当てるべきか。

質問 4：スペース・デザインによって知識

の権限についての要求をどの様に扱うのか。

質問 5：このスペースは教室外での学生と

教員の交流を推進するように設計すべきか。

質問 6：このスペースで教育経験の質を高

めるにはどうするか。（Scott 2012「ラー

ニング・コモンズ」第 7 章、勁草書房、筆

者により一部修正）」 



Scott（2012）は、この 6 つの問いを幾度

となく繰り返して検討することで、よりよ

い学習環境の構築へとつながっていくと指

摘している。 

 

２．本稿の目的 

本稿では、Scott の提示する 6 つの質問を

検討することで、関西大学におけるコモン

ズをどうデザインしたのかに関して論じる。

その際、各学部の専門領域により特定され

ない部分に焦点をおいたコモンズの議論を

行う。これは Scott が質問の前提としてい

ることでもある。 

 

3．関西大学におけるコモンズの概要 

 2012 年度私立大学教育研究活性化設備

整備事業において採択された取組として、

関西大学は 2013 年 4 月に「コラボレーシ

ョンコモンズ」を開設する。関西大学は、

これまで連続採択されたライティング支援、

アクティブ・ラーニングの促進、ピアコミ

ュニティ活動、留学支援の GP に加え、高

度教育研究、ボランティア活動を促進し、

成果を上げてきた。これらの学内の教育活

動を有機的に結合、実質化させた学習環境

としてコラボレーションコモンズを整備す

ることで、他者と協力し合いながら、考え、

行動する「考動力」を培った人材を育成す

る。 

コラボレーションコモンズは、ライティ

ング、グローバル、ボランティア、ピア、

ICT、ラーニングエリアから構成される専

門エリアに加え、コラボレーションエリア

を設ける。 

専門エリアでは、各専門性を活かした学

びの生成と学習支援を行う。ライティング

エリアでは、レポート作成に関するワンポ

イント講座や TA によるライティング支援

を行う。グローバルエリアでは、学生スタ

ッフを導入し、留学生による外国語交流会、

留学生との TALK セッション、留学情報の

提供、留学をした学生との交流会、留学生

向け相談受付アワーを実施する。ボランテ

ィアエリアやピアエリアでは、ボランティ

ア・ピアに関する情報の提供や活動に参加

する学生への説明会を実施する。ICT エリ

アでは、グループで PC を囲んで作業がで

きる。ハードスペックの PC と iPad を備え

ており、動画、マルチメディアプレゼンテ

ーションを制作できる。ラーニングエリア

は、プロジェクタ、モニター、ホワイトボ

ードを配置し、ゼミでの学習、サークルや

課外活動の勉強会、研修などグループワー

クを実施しやすい環境となっている。 

コラボレーションエリアは、多目的スペ

ースとなっている。このエリアには、ゼミ

や課外活動の発表を行える KU ステージ、

くつろぎながら雑誌や新聞を読めるコラボ

レーションラウンジがあり、エリアの利用

案内・予約、機材貸出を KU コンシェルジ

ュが担う。また、コモンズの全域には無線

LAN を構築しており、ノート PC、iPad を

貸し出し、ICT を活用した学習を推進して

いる。 

 このような機能を持つコラボレーション

コモンズでは、正課や課外における学生同

士の学び合いを促進し、グローバル・ライ

ティング等の専門性を持った学生スタッフ

が学習支援をし、学生の学びを深めること

を目指している。つまり、コモンズで生成

する活動には、学生、学生スタッフ、教員、

職員様々な立場にいる関大人が関わるため、



「学生同士のコラボレーション」、「学生と

学生スタッフとのコラボレーション」、「学

生スタッフ同士のコラボレーション」、「学

生、教員、学生スタッフ、職員とのコラボ

レーション（ひいては社会とのコラボレー

ション）」といった多層のコラボレーション

が生成されることが想定される。互いに協

力し合うことで、相互作用がおこるコモン

ズへとする願いを込めてコラボレーション

コモンズと名付けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ コラボレーションコモンズイメージ

図 

 

4．コラボレーションコモンズのデザイン 

 コラボレーションコモンズをどのように

デザインしたのかについて、Scott が掲げる

6 つの質問に答えていく形で提示する。 

 

4．1 「質問 1：私たちがすすんで仮想学

習スペースよりも、従来型の学習スペース

を建築したいと思わせる、このスペースで

起こるであろう学習とはなにか。」 

（1）考動力をはぐくみ、正課と課外をつな

げる学習 

 北米では授業を撮影して WEB で公開す

るOPENエデュケーションや eラーニング

が盛んに行われているため（鄭 2008）、仮

想学習スペースと物理的な学習スペースで

おこる学習の違いについて十分に議論する

必要があると Scott は指摘している。関西

大学は、「学の実化」を建学の理念とし、学

問と実際を融合させ、考え行動する「考動

力」を培った学生の育成を目指している。

そのためには、授業で学んだ理論や概念を

活かして、実際の社会における問いや課題

に対して思考し、解決策を見出し、行動し

ていく力を培った学生を輩出する必要があ

る。たとえば、異文化コミュニケーション

を学ぶ学生が、実際に地域の国際交流セン

ターでボランティアに参加することで、授

業で学んだ事柄を実社会で生かしていく。

さらに、活動内容を学習成果として学内で

発表したり、地域の人とイベントを企画し

たりすることもあげられる。また、教職科

目を受講している学生が学校ボランティア

に参加することで、実際の学校において授

業で学んだ教育方法がどう活用されている

のかを学ぶこともある。さらに、異文化に

ついて考える学生が、教職について学ぶ学

生と連携し、小学校で異文化理解のための

ボランティアをするなどの発展的な活動も

考えられる。 

このような活動を支援するために、ボラ

ンティアエリア、ピアエリア、グローバル

エリアが必要となる。こうした学習は正課

にとどまるものではなく、課外活動にも及

ぶものである。この接続を促すことで、考

動力の育成や学修時間の増加にもつながる。

このような理論と実践の往還を促す環境を

整備することで、本学コモンズは知識基盤

社会にふさわしい、知の創出を他者と協同

し生み出す拠点となる。 



 

（2）授業外におけるグループ学習 

学生同士のグループワークによる調べ学

習やプレゼンテーションといったアクティ

ブ・ラーニングを初年次教育や専門演習に

取り入れている教員は多い。調べ学習の一

連のプロセスは授業内で完結するものでは

なく、授業外での活動を伴う。授業外に学

生同士で集まり、授業の準備をすることは

学習内容の理解深化や学修時間の増加にも

つながる。 

調べ学習を効果的に行うには、インター

ネット接続ができる環境やスライドを作る

ための PC が必要になる。グループで話し

合い、調査結果を整理するにはホワイトボ

ードが便利である。また、プロジェクタと

モニターがあると授業前に調べ学習の成果

を発表するためのプレゼンテーションの練

習ができる。本学には、現在グループ学習

用に図書館 2F のグループ学習室（6 人席

のテーブル 4 つが 2 室）や、IT センターに

グループワーク用の PC を備え付けた部屋

（5 人席のテーブルが 2 つ）、また学部に自

習室が設けられている。しかし ICT 環境が

整い、グループ学習を実施できる環境が十

分整っているとはいいがたい。そこで、ラ

ーニングエリアを設け、ワイヤレスネット

ワークを構築し、PC、iPad、プロジェクタ、

モニター、ホワイトボードを利用できる環

境をつくることにした。 

（3）書く力をはぐくむ学習 

学生が主体的に学んでいくためには学生

の基礎的な能力として、書く力の向上は欠

かせない（鈴木 2009）。学生は、授業のレ

ポート課題、卒業論文、就職活動のエント

リーシートなど自らの学習成果を示すため

に書くことが求められているからである。

学生は、初年次教育や全学共通科目である

「文章力を磨く」「スタディスキルゼミ（レ

ポートを作成する）」などの授業で、書くた

めの基礎的な技術を授業で学ぶことができ

る。しかし、卒業論文を書くためには、ラ

イティングに関する授業に加えて、他科目

で課されるレポートを作成するプロセスを

通じて、卒業論文を書くために必要な応用

的な書く力が育成される。そのためには、

授業で課されるレポートやゼミでの卒業論

文の準備段階において、個々の学習者が自

分の状況に応じてライティングに関する指

導を受けられる場所が必要である。早稲田

大学、ICU、熊本大学など他大学では、TA

が指導を行うライティングに関する学習者

支援が充実している（佐渡島 2009、畠山

2011、渡邊 2011）。そこで、本学にもライ

ティングエリアを設けることにした。エリ

アには、ライティング TA が文章力ワンポ

イント講座や論文の指導を行う場所や、ゆ

ったりと論文の構想を考えるソファー席を

設けた。また、インタラクティブホワイト

ボードを設置し、実際に書いた文章をどの

ように改善するのかを学習者らに提示しな

がら、指導できるようにした。 

なお、関西大学では 2012 年より第一学舎

にもライティングラボを設けており、ライ

ティング TA が常駐している。 

（4）グローバル力を培う学習 

現代社会ではどの職業分野でも、立場、

文化背景が異なる多様な人々が関わる。こ

うした環境下でも、互いに違いを尊重しつ

つ、生産的な解決策を検討できてこそ、真

の「考動力」を培うことができたといえる。

これを、本稿では「グローバル力」と定義



する。グローバル力を育むには、留学生と

の交流事業に参加したり、海外の学生とテ

レビ会議システムを利用し議論をすること

などが考えられる。留学生や外国に関心を

持つ大学生同士が話し合うことで、異文化

の人間とどう接し、共生していけばよいの

かについて考えることができる。 

 そこで外国語に関心を持つ学生スタッフ

を導入したグローバルエリアを設け、留学

生主催の会話交流会を実施できるコーナー

や、日本人学生と留学生が気軽に話ができ

るソファー席、海外の大学とテレビ会議が

できるモニターを整備するようにした。 

（5）学習成果、活動成果を発信する学習 

 学生の学習成果は、教員に向けた成績の

ためだけのものではない。とりわけアクテ

ィブ・ラーニングでは、テストやレポート

で学生を評価する方法に加えて、プレゼン

テーションやその資料であるビデオやマル

チメディアを学習成果として評価すること

がある。たとえばボランティア活動に参加

した学生が、活動内容をビデオで紹介し、

それをボランティア先の受け入れ団体が評

価すると言う真正の評価と言う方法もある。

これは正課の学習に限ったことではない。

学生の中には、問題意識を抱えた学生同士

が集まり、課外活動の成果としてフリーペ

ーパーを発行する学生団体もある。しかし

本学ではグループで動画や冊子を作成でき

る環境は十分ではない。そこで、ICT エリ

アを設け、正課の学習成果や課外活動での

活動成果を発信するために、マルチメディ

アプレゼンテーションを制作に対応するハ

イスペックの PC を設置し、グループで話

し合いながら活動ができる場を設置するこ

とにした。 

（6）コラボレーションを誘う 

 これまでに提示した学習は、それぞれが

独立し、個々の学生が展開していくもので

はない。調べ学習、文章を書くこと、グロ

ーバル力を高めることは学習者の学びのプ

ロセスの中に埋め込まれており、それぞれ

がつながりをもつ。学習者は授業をいくつ

も受けており、学習するために必要なタイ

ミングで、各エリアを活用する必要がある。

そこで、オープンなアクセスエリアとして

コラボレーションエリアを設け、各エリア

を活用した学生がコラボレーションエリア

で学びを深め、相互作用を生み出していく

場となることを目指すことにした。 

例えば、異文化を考える、コミュニケー

ション論、外国語等の授業を受ける学生は、

授業外にグローバルエリアで情報収集やテ

レビ会議システムで意見交換を行う。その

成果をまとめるため、ICT エリアで動画や

HP を制作する。英語でのレポートを書く

際は、ライティングエリアで TA の助言を

受け、課題解決を提言する文章力を高める。

学習支援スタッフの支援を受けることで、

学生は主体的に授業外学習を進めることが

できる。  

このように、学生同士で協同的に学んで

いく環境を支えることは、学生らの自律的

な学び、対話を介した協同的な学びを生み

出すきっかけになるのではないだろうか。

また、そのためには、学習者同士で互いの

活動が「見える」ようにすることがのぞま

しい。「隣のグループが、何かおもしろそう

なことをやっている、ちょっと話しかけて

みようか」、こんな思いが新たなつながりを

うみ、学習者同士の対話による協同的な学

びが生成されることになる。O’Connor



（2005）も、人は他者が学習をしている姿

を見て学ぶ「並んだ学習」があると指摘し、

そうした環境を作ることの重要性を指摘し

ている。そこで、エリアは仕切らずにオー

プンなスペースとした。また、メイン・キ

ャンパス中央に位置し、大学生協があり、

学部を超えた学生、教職員が集う場として

成立している「凛風館」１F のオープンス

ペース（1012 ㎡）に開設することにした。

凜風館であれば、学部にとどまらず、他学

部の仲間ができ、学習者が学部の学びを新

たな視点からとらえたり、より深めたりす

るきっかけになると考える。 

（7）仮想学習のスペースを活かす学習  

これまで述べてきたような学習は仮想現

実の場のみでは生み出せない。本学には、

CEAS/Sakai、S-maqs、まなかんウェブな

どの仮想学習スペースともいえるシステム

がある（植木 2011）。これらのシステムは

いずれも、授業中に限らず、授業外での学

習にも着目して設計されており、学生の自

習学習を促進する手立てとなっている（本

村 2013）。加えて、他者と協同した学習を

促す手立てともなっている。たとえば、学

生たちは議論のプロセスを CEAS/Sakai に

記録し、S-maqs を活用して提示された結果

をもとにグループで話し合うことができる。

しかし、本学では学生らが授業外に集い、

CEAS の画面を見ながら議論をし、その成

果を CEAS やまなかんウェブに記録するよ

うな活動を実践する場が十分に整備されて

いなかった。授業外にも協同して学べる場

を整備してこそ、学生はシステムをより有

効的に活用できると考える。そこでコラボ

レーションコモンズでは Wifi の構築、ノー

ト PC・iPad の貸出を行うと共に、マルチ

メディアを制作できる ICT エリア、まなか

んウェブを活かしレポート作成を支援する

ライティングエリア、海外とのテレビ会議

を行うグローバルエリア等を整備し、シス

テムを活かした学生による主体的な学習、

協同的な学習の実現を支援する。 

 

4．2「質問 2：学生が勉強に使う時間を増

やし、勉強の生産性の向上を促進させるた

めには、このスペースをどのようにデザイ

ンするのか。」 

 スワニー・サウス大学の学生調査による

と、食堂やカフェ、キャンパスの道で学習

に関する話を友人らと行っている学生が多

いと指摘し、学生が好む学習スペースの特

徴として、利便性と快適性を挙げている

（Scott2012）。利便性は学習に必要なもの

が整っていること、快適性は具体的には飲

食がとれる、休憩が取れる、音楽が聴ける、

くつろぐ場所があるなどを意味する。そし

て次に静寂が続く。つまり、学生は友人同

士でお茶を飲みながらソファーに座り学習

をするという利便性と快適性を追求する一

方で、静寂な環境も望んでいる。この結果

に基づくと、利便性と快適性、ならびに静

寂な環境を確保するためのゾーンニングを

し、学生が目的に応じて学習の場を選ぶこ

とが望ましいと考える。関西大学では、図

書館や各学部の自習室において個人で学ぶ

静寂な環境は確保されている。しかし、学

生同士の対話を保ちつつ、利便性と快適性

を持った学習空間に関しては、改善の余地

がある。 

 以上のことから、コラボレーションコモ

ンズでは他者との交流や快適性、利便性に

重きを置いた学習環境の場とした。静寂や



個別学習に関しては、図書館等の場所を活

用し、学習者が自分の学習スタイルに応じ

て適切な場所を選ぶことができるようにし

た。 

 

4．3「質問 3：学習スペースの設計は単独

学習から協同学習までのどこの領域に焦点

を当てるべきか。」 

本学が目指す「考動力」をはぐくむため

には、学生同士が議論をし、反省的に活動

を振り返ると言う協同学習が欠かせないと

考える。しかし、対話を介した協同的な学

びを重視するために、個別で学習する空間

が消失してしまってはいけない。学習は、

協同的に学ぶ部分も重要であるが、協同で

学んだことを元に一人で省察すること、文

献を整理し自分なりの考えを再構築するこ

とも必要になるからである。そのため、静

粛を保ち個別学習を促す機能と、対話によ

る協同的な学びを重視する機能を持つこと

が必要となるであろう。 

4.2 節で述べたように本学では個別で学

習する施設はすでに整備されつつあると言

える。そこで、コラボレーションコモンズ

では、協同学習に重きを置いた学習スペー

スを設計することにした。しかし、グルー

プワークをしながらも、時には個人でじっ

くり考えることを希望する学生もいると考

える。そこで、協同学習に焦点を当てつつ

も、学生が一人で学習できる席もいくつか

確保した。 

 

4．4「質問 4：スペース・デザインによっ

て知識の権限についての要求をどの様に扱

うのか。」 

知識の権限を強化するために設計された

典型的なスペースについて、Scott(2012)は、

教員がホワイトボードの前に立ち、学生が

教員の方を向いている教室を例示している。

この背景には、行動主義に基づく知識伝達

による知識観がある。これは、教員が知識

を伝達することで、学生が知識を獲得する

ことができるという考え方である。これを

効率的に行えるのが、教卓と学生の席が向

かい合っている講義型の教室である。 

しかし、現在高等教育で必要だとされて

いる新しい能力は、構成主義に基づく知識

構築による知識観が主軸となっている。コ

モンズにおいても、教師や学生とのやり取

り、学生同士のやり取りを通じて、学生の

知が再構成、構築されて、学生が変容して

いくという考え方である。そのため、コラ

ボレーションコモンズでは、教員による権

限を強化するのではなく、学生による知の

生成に関する権限を保持するようにした。

学生同士が互いに教えあい、学び合い、そ

れをサポートするために、学生同士がグル

ープで学べるテーブル席などに加えて、学

生の知の生成を支える学生スタッフを導入

することにした。それがライティングエリ

アやグローバルエリアで活躍する学生スタ

ッフである。 

 

4.5「質問 5：このスペースは教室外での学

生と教員の交流を推進するように設計すべ

きか。」 

コモンズでは、教員と学生の交流よりも

むしろ、学生同士が協力し合うことで考動

力の育成を目指している。そのため、教員

が直接的に学生と関わることを推進する設

計とはなっていない。しかし、学生と教員

との交流を排除しているわけではない。授



業外のゼミ活動やレポート作成には、教員

の指導が関わっている。たとえば、教員が

ライティングエリアでレポート指導をうけ

るようにと学生に指示した際は、教員と TA

が連携を取り、学生の指導にあたるといっ

た具合に緩やかな連携をとることを心掛け

るようにしている。 

しかし、教員の指導があればコモンズが

より充実したものになる可能性がある。そ

こでコモンズでの学びをより深めるために

ライティング、グローバル、ICT 等のエリ

アを担当する教員が参加するワーキンググ

ループを設けることにした。学生スタッフ

と教員が連携を取ることで、コモンズでの

活動を改善し、より深めるようにする。 

 

4.6「質問 6：このスペースで教育経験の質

を高めるにはどうするか。」 

 コモンズでの学びの質を高めるためには、

学びを深めるために専門エリアを行き交う

ことが有益であると考える。たとえば、教

育に関心を持つ学生が、学校ボランティア

に参加し、その様子を紹介する動画や冊子

を制作する。この際には、ボランティアエ

リア、ICT エリア、発表には KU ステージ

を活用できる。このように、専門エリアを

行き交い、越境していくことで、視野を広

げ、学生と学生がつながり、新たな学びへ

と展開させていきたいと考えている。 

そのために、学生が目的に応じた学習を

円滑にサポートできるよう学生スタッフへ

の教育を充実させ、スタッフ同士の交流を

行う必要がある。エリアでの学生スタッフ

の知や経験をエリア内にとどめるのではな

く、情報を共有し合うことで、エリアのス

タッフ同士の交流を可視化し、越境をめざ

す。例えば、グローバルエリアとライティ

ングのスタッフが協力して、留学生支援の

ライティング講座を実施したり、ボランテ

ィアエリアとグローバルエリアスタッフが

学生参画型の交流事業を運営したりするこ

となどがあげられる。また、エリアを担当

する教員同士が交流することで、合同研修

を開催したり、エリア間での新たな企画の

実現も期待できる。 

 

5．今後の展望と課題 

本稿では Scott の提示する６つの問いに

応えることで、コラボレーションコモンズ

のデザインを行った。コラボレーションコ

モンズでは、正課にとどまらず、課外活動

も組み込んだ学びを支援する学習環境の実

現を目指している。日常的な知識に加え、

学術的な知識の融合を目指すことで、理論

と実践の往還がなされ、考動力が育成され

ると考える。本稿では、いくつかの例をあ

げてどのような学びの生成を目指すのか、

またそれをどう支えるのかについて論じた。

しかし、ここにあげた学習は一例である。

学生が実際に多層なコラボレーションをは

ぐくむことで、今後広がりを持つことを期

待している。 

また、コラボレーションコモンズの運用

や効果を評価していくワーキンググループ

や委員会を立ち上げ、検証結果を元に、学

びの質やスタイルに応じたコモンズを形成

的に評価し、改善していく。さらに、こう

した学習環境は、コラボレーションコモン

ズだけにとどまるものではない。関西大学

は大規模大学であるため学生数が多く、キ

ャンパスも広い。今後は、学生が目的に応

じて、コラボレーションコモンズ、図書館、



IT センター、学部の学舎における授業外の

学習環境を選べるように整備していくこと

が重要になる。そのためには、学生や教員

に対して授業外の学習に関する調査をし、

学部の教育の目的、全学的な教育目的に応

じた授業外の学習環境をデザインし、実質

化させていく必要がある。 
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註１ 

関西大学は、2012 年度私立大学教育研究活

性化設備整備事業において採択された取組

＜「考動力」を育む学習環境「コラボレー

ションコモンズ」の構築（取組担当者岩﨑

千晶）＞として 2013 年 4 月にコラボレー

ションコモンズを開設する。 


